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平成２４年度（２０１３年）３月卒業希望の方へ

	１ 卒業式（学位記・卒業証書授与式）について
日時　平成２５年３月２２日㈮　１２時４０分までに集合してください
　　　　１２：１５～１２：４０　集合（集合教室は３／１０の手紙で案内予定）

　　　　１３：００～１３：４５　卒業式（学位記・卒業証書授与式）

　　　　１４：１５～１５：３０　卒業パーティー（立食形式を予定）

場所　式典：東北福祉大学　福聚殿　　謝恩会：レストラン風土
　※式典は通学課程と合同で開催します。

　卒業者は是非ご参加ください。本学では卒業式を正式には「学位記」（＝

卒業証書）を授与する式として「学位記・卒業証書授与式」と呼んでいま

す。また，卒業パーティーは教職員も参加します。詳細は，卒業確定者に

３月１０日ごろお送りする「卒業決定通知」に同封させていただきます。

●�「学位記」（＝卒業証書）に記載する本籍地や氏名のご確認をお願いい

たします（１１～１２月のいずれかの時期に確認依頼を郵送済です）。

●�「学位記」（＝卒業証書）の郵送授与を希望する方　　３月２２日以降の
発送になります。３月１０日以降のご案内にそって，手続きください。

	２ 卒業までのスケジュールについて
　『With』８７号（１１月号）ｐ．６９～７０に記載がありますので，ご確認くだ

さい。通信教育部からは３月卒業登録者の方に対して，２月８日・３月１０

日ごろ履修状況票をお送りさせていただきます。卒業試験受験者で卒業を

延期する方は，巻末の「卒業延期願」を１月３１日までに提出してください

（ｐ．５０のとおり，学費納入依頼書の発送を円滑に行うためです）。

1
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平成２５年度（２０１３年）９月卒業希望の方へ
　９月卒業希望者は２月科目修了試験以降，「卒業試験」が受験可能です。

希望者は今号以降の『With』３部をご覧いただきお申込みください。

社会福祉士　取得希望の方へ
　社会福祉士関連の演習・実習のメールによるお問合せは，uj@tfu-mail.

tfu.ac.jpまでお願いいたします。

	１ 発送物のご案内
実習審査結果通知　　判定日１１／３０・１２／２０で申込みが受理された方
� →１／１０までに発送済

　　※�判定日１／２０・２／２０の結果の発送予定日は，『With』８８号ｐ．８６

をご覧ください。

「★■実習指導Ａ」スクーリング受講許可証
　（「第２分冊」・「課題ノート」含む）　　実習審査結果に同封

実習内諾通知　　内諾がとれ次第発送
「★■実習指導Ｂ・実習」「◆実習指導（事後）・現場実習」結果通知
� （２月開催分）　　３／２発送予定
「★■演習Ｂ」「◆演習Ⅱ」結果通知（１１月受講分）� １２／５発送済

（１２月受講分）� １／９発送済

「★■演習Ｃ」スクーリング受講許可証（２月開催分）� １２／２３発送済

2

3



88

	２ 「社会福祉士国家試験」を受験された方へ
●「国家試験受験番号連絡票・国家試験証明書申請用紙」の提出について
　受験後必ず標記の「連絡票・申請用紙」（『社会福祉援助技術実習の手引

き【第１分冊】（様式１３）または『学習の手引き』巻末様式５）を２／８

までに提出してください。何らかの理由で国家試験を受けなかった場合も

２０１２年２～１２月の間の実習受講者は必ず提出するようにしてください。冊

子版が見当たらない方は通信教育部ホームページ『学習の手引き』欄より

ダウンロードしてください。

　「連絡票・申請用紙」に基づき，３／２２（卒業日）以降に「社会福祉試

験・振興センター」へ大学で一括して「社会福祉士指定科目履修証明書（卒

業証明書を含む・国家試験受験用）」を送付します。証明書の発行手数料，

返信用封筒は不要です。

　※�３月中旬の合格発表で合格者名簿に受験番号があっても３月末までに

卒業しない場合は，合格が取り消されます。

　※�３月卒業者の試験センターからの合格通知は３月末ごろ到着するもの

と思われます。

	３ 「★■社会福祉援助技術実習」（平成２５年６月２４日～１０月１１日）または「◆社会福
祉援助技術現場実習」（平成２５年７月～１２月期）の実習を希望されている方へ

　１０月末実習申込者で受講判定日までに受講条件を満たした方から順次実

習依頼を行っております。実習希望機関から，「内諾回答書」（実習を受入

れるという回答書）が大学に到着次第，「内諾回答書」の写しを送付いた

します。到着後は，内諾回答書の内容を確認するとともに，『社会福祉援

助技術実習の手引き』【第１分冊】（２０１２年度版）ｐ．２９（新カリキュラム）

またはｐ．４８（旧カリキュラム）または，ｐ．６２（科目等履修生）を必ず確

認し，各自行うようにしてください。
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　なお，実習前の５月ごろ受講いただく「◆社会福祉援助技術現場実習指

導（事前）」スクーリングの申込用紙は個別に送付いたします。「★■社会

福祉援助技術実習指導Ｂ－１」＋「★■社会福祉援助技術演習Ｃ－１」の

申込用紙は「■★指導Ａ」スクーリング時に配付します。

	４ 「★■演習Ｂ」「◆演習Ⅱ」申込みについて
　３／１５締切のスクーリング申込みを希望する方は，本冊子巻末「演習科

目スクーリング申込用紙」に必要事項を記載して通信教育部あて郵送，ま

たは持参によりお申込みください。

　開講日　５／２５・２６（仙台：本学）
　　　　　６／２２・２３（長岡：長岡こども福祉カレッジ）

　受講料　１０,０００円
　申込締切　３／１５必着
　受講条件　「★■演習Ｂ」『レポート課題集２０１３（社会福祉編）』ｐ．１４４～１４５
　　　　　　「◆演習Ⅱ」『レポート課題集２０１３（社会福祉編）』ｐ．１９５～１９６

　事前課題　『レポート課題集』各科目１単位めのレポートは３／１５（定員
に余裕のある場合は３／３１または４／１５でも可）までに提出。事前課

題を提出しないと受講条件達成になりません。

　受講許可結果・受講料納入依頼書発送予定日　　３／１５条件達成者→３
／２５　３／３１条件達成者→４／１０　４／１５条件達成者→４／２５（条件

を達成したが通知が届かない方は上記より３日以内にお申し出くださ

い）

　スクーリング受講上の注意点　『レポート課題集』各科目欄参照。なお
この演習科目はスクーリング試験（持込不可）を実施しますが，この

試験に合格しないと実習の申込が受理されません。

　ご留意点　本年９月実習申込予定者は９／１５締切の「★■演習Ｂ」「◆
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演習Ⅱ」を受講（開講予定日はｐ．７６参照。仙台以外に札幌，盛岡，

東京，新潟で開講予定）で間に合います。

	５ 実習免除者・科目等履修生の「★■演習Ｃ」
スクーリング申込みについて

　新カリキュラム実習免除者の方および来年度以降に科目等履修生を希望

する方は，本冊子巻末の「【新カリキュラム実習免除者・来年度以降の科

目等履修生希望者用】「■★社会福祉援助技術演習Ｃ」スクーリング申込

用紙」を４／１までに提出してください。

精神保健福祉士　取得希望の方へ

	１ 「精神保健福祉士国家試験」受験について
●「国家試験受験番号連絡票・国家試験証明書申請用紙」の提出について
　第１５回精神保健福祉士国家試験の受験を予定されている方は，標記「連

絡票・申請用紙」（『精神保健福祉援助実習の手引き』巻末の【様式１２】ま

たは『学習の手引き』巻末様式５）を２月６日㈬までに必ず提出してくだ

さい（今年度受験をしなかった方も必ず本用紙にて報告してください）。

冊子版が見当たらない方は通信教育部ホームページ『学習の手引き』欄よ

りダウンロードしてください。

　「連絡・申請用紙」に基づき，３月２２日以降に「社会福祉試験・振興セ

ンター」へ大学で一括して「精神保健福祉士指定科目履修証明書（卒業証

明書を含む，国家試験受験用）」を送付します。申請料・返信用封筒は不

要です。

　※�３月中旬の合格発表で合格者名簿に受験番号があっても当年度に卒業

4
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しない場合は，合格が取り消されます。

　※�３月卒業者の試験センターからの合格通知は３月末ごろ到着するもの

と思われます。

	２ 平成２５年度７月～１２月期の実習を希望されている方へ
　１１月末実習申込者で受講条件を満たした方から順次実習受入の内諾依頼

を行っています。判定日が後になるほど単位修得しなければならない指定

科目数が増えてきます。判定結果通知日までに通知が届かない方は，次の

判定日の単位修得条件を満たす必要があります。再度，今後の科目修了試

験，スクーリング日程，演習事後レポートの提出を含めたレポート作成計

画を確認し，２／２０の最終判定日までに受講条件を満たすよう学習を進め

てください。

	３ 「◆★精神保健福祉援助演習」について
●「精神保健福祉援助演習」を受講済の方へ
　今年度，精神保健福祉援助演習を受講された方の事後レポート提出期限

は，１月２０日で締め切りました。成績通知は２月中に郵送にて行います。

●次回の「精神保健福祉援助演習」申込みについて
　次回の演習申込締切日は３月１５日㈮です。

　「精神保健福祉援助演習」平成２５年度６・７月開講（３月１５日締切）の

スクーリング申込方法は下記のとおりです。

　「精神保健福祉援助演習」のスクーリング申込みを希望する方は，本冊

子巻末「演習科目スクーリング申込用紙」に必要事項を記載して通信教育

部あて郵送または持参により，お申込みください。

　また，受講希望日の「精神保健福祉援助演習」希望者が１０名以下の場合
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は，もう一方の日程にまわっていただきますので，ご了承ください。

　開講日　　６／１・２（土・日）または７／１３・１４（土・日）
　　　　　　　　�いずれか１回　２日間連続８コマ（ガイダンスを含む）

を受講

　開講時間　１日め　１０：５０～１７：３０　２日め　９：３０～１４：４０
　会　場　　仙台のみ（東北福祉大学）
　受講料　　１０,０００円　　スクーリング単位　１単位
　申込締切　３月１５日必着
　スクーリング受講条件　　『レポート課題集２０１３（社会福祉編）』ｐ．

２３６・２３７

　事前課題　「精神保健福祉援助演習」１単位めのレポートは３／１５（遅く
とも４／１５まで）に提出。事前課題を提出しないと受講条件達成にな

りません。ご注意ください。

　受講判定結果・受講料納入依頼書発送予定日　　４／１５の受講判定後，
４／２５に判定結果・納入依頼書を発送いたします（条件を達成したが

通知が届かない方は上記より３日以内にお申出ください）。

	４ 「■精神保健福祉援助演習Ａ」受講希望の方へ
　平成２５年２月１６・１７日の「■精保演習Ａ」の受講申込みは，既に締め切

りました。申込みを行った方は，『With』８６号ｐ．８０の２）の受講条件を

満たすよう学習を進めてください。※平成２４年度に限り４月生も上記の条

件が適用されています。次回申込締切は４月末予定です。

　次期開講の「■精保演習Ａ」（平成２５年６／２９・３０または７／６・７）

に関する詳細は次号の『With』９０号にてご案内いたします。平成２５年度

に「精保実習Ａ」の受講を希望される方の申込期日は４月末です。上記申

込締切日までに『レポート課題集２０１３（社会福祉編）』ｐ．２３２に記載されて
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いる条件を満たすよう学習を進めてください（平成２４年１０月入学生には

『With』８６号ｐ．８０の２）の受講条件の緩和が適用されます）。

教職免許状　取得希望の方へ

	１ 実習の受講を目指す方へ
　高等学校教諭一種免許状（福祉）取得希望者の「介護実習」，「教育実習」，

また特別支援学校教諭一種免許状取得希望者の「障害者（児）教育実習」と

もに下記の３つの段階で受講条件をクリアすることが必要です。

　⑴　実習のための内諾依頼状発行時点

　⑵　事前指導スクーリング申込み時点

　⑶　事前指導スクーリング後の実習のための正式依頼状発行時点

　⑴と⑵はどちらが先でもかまいません。『レポート課題集（心理・教職

編）』各科目欄記載の条件をご確認ください。

	２ 「障害者（児）教育実習の事前・事後指導」
「教育実習の事前事後指導」の受講を目指す方へ

　３／３０・３１の「障害者（児）教育実習の事前・事後指導」および３／２３・

２４の「教育実習の事前事後指導」の受講申込締切は２／２８必着です。事前

指導スクーリング受講希望者は，条件を確認し２月試験受験者のレポート

提出期限２月７日㈭もふまえながら学習をおすすめください。

　受講申込ハガキ（本冊子巻末）および「麻疹の抗体を有する旨の医師の

文言が入った証明書のコピー」は，受講申込締切日２／２８までに通信教育

部にお送りください。

5
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●介護概論
・老いは誰しもが訪れるものであり，幸福に老いていけるように社会全体が向
くよう，社会の一員として今後も学んでいきたいと思います。
・自己決定，実現，その人らしさなど，理解の難しいことがたくさんあって，
奥が深いと思います。考えるほど分からなくなってきます。先生のお話は面
白く聞いていました。
・ＮＯと利用者に言うことは，自分の能力にＮＯと言うのと同じだとおっ
しゃっていましたが，その場面で，もう一度自分の行動や，考え方を問い直
そうと思いました。
・介護の現場においてＱＯＬの向上をめざした，個々人への生活支援は，非常
に重要であると痛感しました。十人十色，多種多用なニーズを持つ一人一人
を支援するには，幅広い知識と職業倫理などが必要であると感じました。

●高齢者福祉論
・介護保険などの制度や歴史についての説明が主なのかと思ったが，今後将来
をふまえた高齢者をとりまく政策について，身にせまり分かりやすかったと
思います。全てのしわよせが結局，提供される介護を受ける方々にかかって
しまい，何のためのサービスなのか本末転倒になってしまうことを知りまし
た。誰のため，何のためのサービスなのか決して忘れてはいけないと思いま
した。

●聴覚障害教育
・インクルージョンの考え方や制度や思想と，現在の教育システムが噛み合っ
ていないこと等，本当に勉強なりました。
・どんなに障害が重度の人も，ことばのない人はいないという話が印象的でし
た。どんな障害があろうと本質的な部分は一緒であり，気持ちの変化や表出
はそれぞれで，大事なのは，そのことばをきちんと受け取り理解すること，
しようとする聞き取り側の態度であると気づかされました。今後に活かして
いきたいです。

●産業カウンセリングⅡ
・深い人間の存在への肯定感といったもの，人の存在をありのまま受け入れる

スクーリング・アンケートから（2）
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柔軟性など，カウンセラーに必要な資質とは何かを考えさせられた。

●心理アセスメント
・アセスメントが上達すると心理的援助も上達するという言葉が印象的でし
た。
・病態理解と，各々の病態における患者（クライエント）心理についての講義
が印象に残った。
・異常を相対的なものとしてとらえる。異常を正常の領域から考えていく。通
常は異常にだけ目が向くところを，正常の中の異常に視点をおくという心理
臨床家の視点を学んだ。

●カウンセリングⅡ
・先生が私たちのワークの結果発表を聴く時の姿勢（発表者をしっかり見る，
相づちを打ち「そうですねぇ」などの言葉を入れるなど）が「ちゃんと聴い
てもらえている」と思えて，話していてとても気分がよかった。これが人の
話の聴き方なのだと思った。
・カウンセリングに深い内容があり，難しさを知ることができた。
・クライエントの立場からカウンセリングを見ることが大事で，クライエント
がどのように感じるのかということを考えると，クライエントの心に寄り添
えることになるのではないか，と感じた。
・「カウンセリングとはふたつとして同じプロセスはない」「カウンセリングは
成長モデル，心理療法は治療モデル」という点が印象に残った。

●心理学研究法Ⅰ
・研究とは，ただやみくもにデータを集めてあれこれするわけではなく，仮説
を立て目的を定め，仮説が正しいものか検証すること。
・何が知りたいかを明確にすることと，研究者倫理の問題で，心理学研究の難
しさが理解できた。

●福祉リスクマネジメント
・リスクを回避するだけではなく，いかにリスクを軽減し，そのリスクをどの
ように対応するかによって，現場で働く職員などのリスクに対する意識が変
わるということを考えさせられました。

●特講・社会福祉学１４（災害福祉論）
・課題が次々と生まれている学問なのだと思いました。
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・災害への準備が大切で，できない理由を並べている時間はないというのに，
人々の意識が低い点が問題だと感じた。
・被災者は誰でもなりうる可能性がある。
・災害など緊急時の援助について，災害弱者となりやすい高齢者，障害者，乳
幼児，妊婦，けが人などへの配慮やその方たちを含めた公平な支援が必要に
なると感じました。そのような方々への理解，ニーズの把握と援助のマッチ
ング，情報の共有，普段からみんなが住みやすい優しい町づくりなど，やる
べきことがたくさんあるなあと考えさせられた。

●特講・社会福祉学１３（福祉産業論）
・産業分野に福祉が位置されていることを学びました。モノをつくるだけが産
業ではなく，社会全体がざまざまな産業を生み出していくことが必要である
ことも考えさせられました。
・人口が減少していく社会では高齢者の存在が大きくなっているが，まだまだ
高齢者のニーズを満たしているとは思えない。逆に考えれば，チャンスは多
いのかもしれないと思った。
・復興支援でいろいろなプロジェクトが行われている。フランスに輸出されて
いるものもあると聞いてスゴイと思った。
・仮設から出た後の自立できるところまでを復興というのか，どこまでの支援
が必要なのか考えさせられた。


